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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第３四半期連結
累計期間

第17期
第３四半期連結

累計期間
第16期

会計期間

自2021年
　４月１日
至2021年
　12月31日

自2022年
　４月１日
至2022年
　12月31日

自2021年
　４月１日
至2022年
　３月31日

売上高 （百万円） 188,576 198,607 248,369

経常利益 （百万円） 2,676 3,232 3,413

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,057 2,436 2,804

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,965 2,781 1,957

純資産額 （百万円） 55,550 57,562 55,543

総資産額 （百万円） 142,188 146,585 136,883

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 90.40 109.94 123.44

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.06 39.26 40.57

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,580 1,951 3,166

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △491 △856 △1,659

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △824 △808 △849

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 20,697 21,377 21,091

 

回次
第16期

第３四半期連結
会計期間

第17期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2021年
　10月１日
至2021年
　12月31日

自2022年
　10月１日
至2022年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 38.44 46.72

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

　なお、子会社北日本調剤株式会社、株式会社メイプルファーマシーおよび株式会社カエデは、2022年10月１日に

子会社株式会社パルス（合併後、株式会社そえるへ社名変更）を存続会社として吸収合併し、消滅いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスに対する行動制限が緩和されるなど、

経済活動の持ち直しの動きが見られましたが、不安定な国際情勢および原材料価格やエネルギーコストの高騰に

より、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような事業環境の中、前年度より始まった第五次中期３ヶ年計画では、主軸を「ＤＸ（デジタルトランス

フォーメーション）の推進」とし、ＩＣＴにより人、モノ、組織、地域を『つなげる』ことで当社グループとし

て新しい価値やサービスを創造し、顧客満足度と効率性とを飛躍的に高めることを掲げております。２年目とな

る今年は、当社グループのデジタル化への取り組みを精査し、デジタル化の先にあるＤＸへ向けて事業活動を進

めております。また、12月には、一般社団法人ヘルスケア・ロボット協会に医療機器卸売事業の㈱竹山と介護事

業の㈱マルベリーが協力し「ヘルスケア（医療・介護分野）ロボット展」を札幌市にて開催し、参加企業の協力

により、ＡＩを始めとする様々な分野の最新技術を活用したロボットなどの情報提供を行いました。

　以上の状況のもと、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,986億７百万円（前年同期比5.3％増）、営

業利益は22億21百万円（同32.0％増）、経常利益は32億32百万円（同20.8％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は24億36百万円（同18.4％増）となりました。

 

　セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

 

（医薬品卸売事業）

　医薬品卸売事業におきましては、2022年４月に診療報酬改定ならびに薬価引き下げが実施されました。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止による受診抑制は緩和傾向にありますが、営業活動の制限は現在も続いております。

また、長期収載品の売上減少に加え、後発医薬品における供給面での混乱が現在も継続している状況です。この

ような厳しい環境ではありますが、新型コロナ治療薬と検査試薬の売上が増加したことと、抗がん剤など新薬の

販売にも積極的に取り組んだ結果、売上全体では前年を上回る結果となりました。また、利益については、品目

ごとのきめ細かい価格管理に取り組んだ結果、売上増の影響もあり増益となりました。

　その結果、売上高は1,430億22百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は10億86百万円（同88.3％増）となり

ました。

 

（医療機器卸売事業）

　医療機器卸売事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響も残るなか、４月の診療報酬改定による

償還価格の引き下げもありましたが、新築移転案件を含む大型機器および、新型コロナ補正予算等による感染症

関連機器の需要もあり、売上につきましては前年を上回る結果となりました。利益面につきましては消耗品なら

びに備品関連の売上増加に伴い増益となりました。

　その結果、売上高は492億43百万円（前年同期比4.2％増）、営業利益は10億78百万円（同23.2％増）となりま

した。

 

（薬局事業）

　薬局事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響は、落ち着く傾向にあり処方箋枚数は前年対比で

1.7％増加しましたが、2022年４月の薬価引き下げにより、処方箋単価が低下したため売上はほぼ横ばいとなり

利益は前年度を大きく下回りました。

　その結果、売上高は102億８百万円(前年同期比0.9％減)、営業損失は14百万円(前年同期は１億22百万円の営

業利益)となりました。
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（介護事業）

　介護事業におきましては、福祉用具のレンタル・販売および住宅改修と介護ロボットの普及推進における営業

員の増員・育成の強化を図りました。また、福祉用具サービス計画の作成提案から納品後のモニタリングの徹底

まで、一貫した顧客重視の方針により、売上・利益ともに安定的に推移しました。サービス付き高齢者向け住宅

の部門におきましては、新型コロナウイルス感染症対策として入館規制や手指消毒などを徹底しており、入居者

数は安定し訪問介護・看護部門での売上も順調に推移しました。

　その結果、売上高は30億７百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益は２億95百万円（同8.6％増）となりまし

た。

 

（ＩＣＴ事業）

　ＩＣＴ事業におきましては、急激な円安による製品価格の高騰や、半導体不足による製品供給の遅延などのマ

イナス要因が続いておりますが、2023年４月からの医療機関のオンライン資格確認の原則義務化や同年10月から

の適格請求書(インボイス)制度等に対応する開発受注が増えたことにより、売上は前年度を上回りました。しか

し、大型開発案件のスケジュール見直し等計画変更が長引き、製造原価が上昇したため、利益は減少いたしまし

た。

　その結果、売上高は11億88百万円（前年同期比15.2％増）、営業利益は25百万円(同57.3％減)となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりと

なりました。

　総資産は1,465億85百万円（前連結会計年度末は1,368億83百万円）となり、97億１百万円増加しました。これ

は主に、受取手形及び売掛金が60億37百万円、棚卸資産が25億81百万円、建物及び構築物が15億79百万円、土地

が４億95百万円、投資有価証券が４億８百万円増加した一方、未収入金が２億72百万円、建設仮勘定が16億92百

万円減少したことによるものです。

　負債は890億23百万円（前連結会計年度末は813億40百万円）となり、76億82百万円増加しました。これは主

に、支払手形及び買掛金ならびに電子記録債務の支払債務が83億52百万円増加した一方、未払法人税等が５億71

百万円、賞与引当金が２億56百万円減少したことなどによるものです。

　純資産は、575億62百万円（前連結会計年度末は555億43百万円）となり、20億18百万円増加しました。これは

主に、利益剰余金が20億57百万円、その他有価証券評価差額金が３億28百万円増加した一方、自己株式の取得に

より３億83百万円減少したことによるものです。

 

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ２億86百万円増加し、213億77百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は19億51百万円（前年同期比23.5％増）となりました。これは、増加要素として

税金等調整前四半期純利益36億16百万円（同19.8％増）、減価償却費８億４百万円（同0.1％減）、仕入債務の

増加83億52百万円（同5.8％増）などがありましたが、減少要素として売上債権の増加59億88百万円（同3.3％

減）、棚卸資産の増加25億84百万円（同9.9％増）、未払消費税等の減少２億33百万円（同78.6％増）、賞与引

当金の減少２億56百万円（同6.0％減）、法人税等の支払い13億２百万円（同221.1％増）があったことによるも

のです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は８億56百万円（前年同期比74.1％増）となりました。これは主に、有形・無形

固定資産の取得により14億１百万円（前年同期比37.2％増）、投資有価証券の取得により75百万円（同62.9％

増）の支出があった一方、投資有価証券の売却により６億10百万円（同3.4％増）の資金を獲得したことによる

ものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は８億８百万円（前年同期比2.0％減）となりました。これは主に配当金の支払

３億70百万円（同11.0％増）、自己株式の取得３億83百万円（同13.0％減）およびリース債務の返済52百万円

（同9.0％増）があったことによるものです。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

　なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

は次のとおりであります。

①　基本方針の内容

　当社は、永年にわたって構築してきた営業ノウハウを活用することによって顧客満足度を最大限に高めること

を経営の基本施策としており、経営の効率性や収益性を高める観点から、専門性の高い業務知識や営業ノウハウ

を備えた者が取締役や執行役員に就任して、法令や定款を遵守しつつ当社の財務および事業の方針の決定につき

重要な職務を担当することが、会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものと考えており、このことを

もって会社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針としております。

②　不適切な支配の防止のための取り組み

　現在のところ、不適切な支配についての具体的な脅威が生じているわけではなく、また当社としても、そのよ

うな買付者が出現した場合の具体的な取り組み（いわゆる「買収防衛策等」）を予め定めるものではありません

が、株主から付託を受けた経営者の責務として、当社株式の取引や株主の異動状況を常に注視するとともに、有

事対応の初動マニュアルを作成するほか、株式の大量取得を企図する者が出現した場合には、直ちに当社として

最も適切と考えられる措置を講じます。具体的には、社外の専門家を交えて当該買収提案の評価や株式取得者と

の交渉を行い、当該買収提案（または買付行為）が当社の企業価値および株主共同の利益に資さない場合には、

具体的な対抗措置の要否および内容等をすみやかに決定し、対抗措置を実行する体制を整えます。

③　不適切な支配の防止のための取り組みについての取締役会の判断

　当社は、株式の大量保有取得を目的とする買付けなどの不適切な支配が行われる場合において、それに応じる

か否かは、最終的には株主の判断に委ねられるべきものと考えており、経営支配権の異動を通じた企業活動の活

性化の意義や効果についても、何らこれを否定するものではありません。しかしながら、当社の基本理念や企業

価値、株主を始めとする各ステークホルダーの利益を守るのは、当社の経営を預かる者として当然の責務である

と認識しております。

　また、株式の大量保有取得を目的とする買付け（または買収提案）等に対しては、当該買付者の事業内容、将

来の事業計画や過去の投資行動等から、当該買付行為（または買収提案）が当社の企業価値および株主共同の利

益に与える影響を慎重に検討し、判断する必要があるものと認識しております。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（６）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。

①　当第３四半期連結累計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスに対する行動制限が緩和されるなど、

経済活動の持ち直しの動きが見られましたが、不安定な国際情勢および原材料価格や物流コストの高騰により、

景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような中での当第３四半期連結累計期間の経営成績等としましては、売上高は1,986億７百万円（前年同

期比5.3％増）と増収となりました。これは、当社グループを構成する５事業のうち、薬局事業を除く４事業

（医薬品卸売事業、医療機器卸売事業、介護事業、ＩＣＴ事業）で前年の売上を上回ったことによるものであり

ます。

　営業利益につきましては22億21百万円（同32.0％増）で前年同期比で増益となりました。事業セグメント別で

は、医薬品卸売事業、医療機器卸売事業、介護事業の３事業で前年同期比増益となり、薬局事業およびＩＣＴ事

業の２事業において前年同期比で減益となったことによるものであります。

　経常利益におきましては32億32百万円（同20.8％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は24億36百

万円（同18.4％増）となりました。

　セグメントごとの財政状態および経営成績の状況に関する認識および分析・検討内容は次のとおりでありま

す。

　医薬品卸売事業におきましては、2022年４月に診療報酬改定ならびに薬価改定が行われたことに加え、４月以

降も感染症拡大防止による営業活動の制限などがまだ続いており、厳しい市場環境となりました。後発医薬品に

おける供給面での混乱が未だ続いている状況ですが、新型コロナ治療薬と検査試薬の売上が増加したことと、抗

がん剤など新薬の販売に積極的に取り組んだ結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,430億22百万

円となり、前年同期比で5.9％上回りました。

　価格競争により、利益状況は依然厳しい状況が続いている中、水道光熱費、旅費交通費などの経費増加もあり

ましたが、営業利益は10億86百万円（前年同期比88.3％増）となりました。第３四半期における計画対比では、

売上計画は達成しましたが、利益計画については95％となり、わずかながら未達となりました。また、同事業に

おける利益率が年々厳しい状況にある中、コスト率の改善も重要課題として取り組んでおり、目標としているコ

スト率「５％未満」は継続してクリアし、4.5％となり、前年同期比でも0.3ポイント下回ることができました。

　医療機器卸売事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響も残るなか、４月の診療報酬改定による

償還価格の引き下げもありましたが、新築移転案件を含む大型機器および新型コロナ補正予算等による感染症関

連機器の需要もあり、売上につきましては前年を上回る結果となり、消耗品は前年比３％増、備品（医療機器）

は９％増で推移いたしました。利益につきましても消耗品ならびに備品関連の売上増加に伴い増益となりまし

た。

　結果として、売上高は492億43百万円（前年同期比4.2％増）、営業利益は10億78百万円（同23.2％増）となり

ました。第３四半期における計画対比では、売上計画・利益計画ともに達成しました。

　薬局事業におきましては、2022年４月の診療報酬改定ならびに薬価改定により厳しい事業環境となりました。

処方箋枚数は、事業譲渡による店舗数増加の影響もあって、前年同期と比較して1.7％増加したものの、薬価改

定による薬剤料の低下と後発医薬品の供給問題の影響による技術料の低下が影響し、処方箋単価が低下いたしま

した。結果として、売上高は102億８百万円となり、前年同期比では0.9％の減収となりました。また、利益面に

おきましては、営業損失14百万円（前年同期は営業利益１億22百万円）となりました。第３四半期における計画

対比では、売上計画は達成いたしましたが、利益計画は未達となりました。

　介護事業におきましては、レンタル・販売部門での営業力増強や介護ロボットの普及推進での営業員の増員・

育成の強化が奏功し、売上は安定的に推移しました。また、サービス付き高齢者向け住宅の部門におきまして

は、感染症予防対策に万全を期すことで、入居者数も安定的に推移し、訪問介護・看護部門での売上も安定的な

推移となりました。その結果、第３四半期連結累計期間における売上高は30億７百万円で、前年同期比5.4％の

増収となりました。利益面におきましては、介護福祉用具関連の事業の好調に支えられ、営業利益は２億95百万

円となり、前年同期比8.6％の増益となりました。第３四半期における計画対比では、売上計画・利益計画とも

に達成しました。

　ＩＣＴ事業におきましては、急激な円安による製品価格の高騰や、半導体不足による製品供給の遅延などのマ

イナス要因もありましたが、前年度からの受注残とコンピュータ機器やソフトウェアライセンス等の販売が堅調

に推移したことにより売上は増加しました。一方、システム開発につきましては、大型開発案件のスケジュール

見直しによる外注費増加があり、利益は減少いたしました。

　その結果、売上高は11億88百万円（前年同期比15.2％増）、営業利益25百万円（同57.3％減）となりました

が、第３四半期における計画対比では、売上計画・利益計画ともに達成となりました。
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②　資本の財源および資金の流動性

ａ．キャッシュ・フロー

　当第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの分析につきましては、「（３）キャッシュ・フローの状

況」に記載のとおりであります。

ｂ．財務政策

　当社グループは、これまでキャッシュ・フロー重視の経営を行ってきており、運転資金および設備資金につ

きましては、基本的には手元流動性資金により賄うことを基本方針としております。この方針は今後も継続す

ることとしておりますが、子会社個々の資金ポジションや拠点設備の狭窄化・老朽化に伴う設備投資が集中し

て到来した場合は、一時的に資金が不足することも考えられます。そうした場合には、金融機関からの一時的

な借入等も合わせて検討していく予定であります。

ｃ．資金需要

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、商品の仕入のほか、販売費及び一般管理費等の営業費用で

あります。投資を目的とした資金需要は、設備投資、子会社株式の取得等によるものであります。また、株主

還元については、財務の健全性等に留意しつつ、配当政策に基づき実施してまいります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,400,000 24,400,000 札幌証券取引所
単元株式数

100株

計 24,400,000 24,400,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
  （百万円）

資本準備金残
高
  （百万円）

 2022年10月１日～

 2022年12月31日
－ 24,400,000 － 1,000 － 1,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,431,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,953,300 219,533 －

単元未満株式 普通株式 14,900 － －

発行済株式総数  24,400,000 － －

総株主の議決権  － 219,533 －

（注）「完全議決権株式（その他）」および「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、それぞれ

1,600株および２株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権

の数16個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ほくやく・竹

山ホールディン

グス

札幌市中央区北

６条西16丁目１

番地５

2,431,800 － 2,431,800 9.97

計 － 2,431,800 － 2,431,800 9.97

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,091 21,377

受取手形及び売掛金 52,740 ※２ 58,778

商品及び製品 15,974 18,555

仕掛品 3 6

その他 7,706 7,973

貸倒引当金 △20 △16

流動資産合計 97,495 106,675

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,844 9,423

土地 9,421 9,916

建設仮勘定 2,301 609

その他（純額） 852 819

有形固定資産合計 20,420 20,769

無形固定資産   

のれん 1,069 988

ソフトウエア 541 491

その他 186 297

無形固定資産合計 1,797 1,777

投資その他の資産   

投資有価証券 15,475 15,883

長期売掛金 109 105

長期貸付金 393 329

繰延税金資産 574 430

退職給付に係る資産 1 2

その他 738 721

貸倒引当金 △123 △109

投資その他の資産合計 17,170 17,363

固定資産合計 39,388 39,910

資産合計 136,883 146,585
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 71,627 ※２ 79,518

電子記録債務 2,231 ※２ 2,692

１年内返済予定の長期借入金 1 1

未払法人税等 885 313

賞与引当金 860 603

役員賞与引当金 131 84

その他 2,477 2,625

流動負債合計 78,214 85,839

固定負債   

長期借入金 16 15

繰延税金負債 1,510 1,772

再評価に係る繰延税金負債 120 120

退職給付に係る負債 367 324

長期未払金 397 382

資産除去債務 488 336

その他 224 230

固定負債合計 3,125 3,184

負債合計 81,340 89,023

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 11,821 11,821

利益剰余金 38,965 41,022

自己株式 △1,325 △1,709

株主資本合計 50,461 52,135

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,909 6,238

土地再評価差額金 △742 △742

退職給付に係る調整累計額 △96 △81

その他の包括利益累計額合計 5,070 5,414

非支配株主持分 11 12

純資産合計 55,543 57,562

負債純資産合計 136,883 146,585
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 188,576 198,607

売上原価 174,390 183,633

売上総利益 14,186 14,974

販売費及び一般管理費   

荷造費 807 806

給料 6,411 6,597

賞与引当金繰入額 486 516

役員賞与引当金繰入額 85 83

退職給付費用 264 276

法定福利及び厚生費 1,162 1,170

賃借料 214 218

その他 3,071 3,082

販売費及び一般管理費合計 12,504 12,752

営業利益 1,682 2,221

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 262 273

受取事務手数料 449 464

不動産賃貸料 101 107

持分法による投資利益 95 88

貸倒引当金戻入額 31 17

その他 168 165

営業外収益合計 1,113 1,120

営業外費用   

支払利息 0 0

不動産賃貸原価 78 89

遊休資産諸費用 17 11

その他 22 7

営業外費用合計 119 109

経常利益 2,676 3,232

特別利益   

固定資産売却益 76 0

投資有価証券売却益 378 408

特別利益合計 455 408

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 111 1

投資有価証券売却損 － 22

減損損失 2 －

特別損失合計 113 24

税金等調整前四半期純利益 3,017 3,616

法人税、住民税及び事業税 864 923

法人税等調整額 93 254

法人税等合計 958 1,178

四半期純利益 2,059 2,438

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,057 2,436
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 2,059 2,438

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △106 328

退職給付に係る調整額 12 14

その他の包括利益合計 △94 343

四半期包括利益 1,965 2,781

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,963 2,779

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,017 3,616

減価償却費 805 804

のれん償却額 84 83

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32 △17

受取利息及び受取配当金 △266 △276

支払利息 0 0

持分法による投資損益（△は益） △95 △88

固定資産売却損益（△は益） △76 0

固定資産除却損 111 1

投資有価証券売却損益（△は益） △378 △385

減損損失 2 －

売上債権の増減額（△は増加） △6,195 △5,988

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,351 △2,584

仕入債務の増減額（△は減少） 7,895 8,352

未払消費税等の増減額（△は減少） △130 △233

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △25 △19

賞与引当金の増減額（△は減少） △273 △256

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △38 △46

未収入金の増減額（△は増加） △232 272

預り金の増減額（△は減少） 86 106

その他 △187 △364

小計 1,717 2,973

利息及び配当金の受取額 268 280

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △405 △1,302

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,580 1,951

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △911 △1,197

有形固定資産の売却による収入 219 －

無形固定資産の取得による支出 △109 △203

投資有価証券の取得による支出 △46 △75

投資有価証券の売却による収入 589 610

事業譲受による支出 △135 △1

貸付金の回収による収入 12 12

その他 △111 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △491 △856

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △1 △1

自己株式の増減額（△は増加） △441 △383

配当金の支払額 △334 △370

リース債務の返済による支出 △48 △52

財務活動によるキャッシュ・フロー △824 △808

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 263 286

現金及び現金同等物の期首残高 20,434 21,091

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 20,697 ※ 21,377
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

（連結の範囲の重要な変更）

　2022年10月１日を効力発生日として、連結子会社である株式会社パルスを吸収合併存続会社、連結子会社で

あった北日本調剤株式会社、株式会社メイプルファーマシーおよび株式会社カエデを吸収合併消滅会社とする

吸収合併を行ったことにより、北日本調剤株式会社、株式会社メイプルファーマシーおよび株式会社カエデを

連結の範囲から除外しております。なお、同日付で株式会社パルスは社名を株式会社そえるに変更いたしまし

た。

 

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の影響について

　前連結会計年度の有価証券報告書の「重要な会計上の見積り」に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影

響に関する仮定について、重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結会社以外の得意先の金融機関からの借入等に対し、債務保証（連帯保証）を行っております。

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

㈱三育 72百万円 ㈱三育 －百万円

他 1 他 2

計 74 計 2

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

受取手形 －百万円 110百万円

支払手形 － 298

電子記録債務 － 665

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

現金及び預金勘定 20,697百万円 21,377百万円

現金及び現金同等物 20,697 21,377
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（株主資本等関係）

１　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　　　　　　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

　（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年４月26日

取締役会
　普通株式 173 7.50 2021年３月31日 2021年６月30日 　利益剰余金

2021年11月５日

取締役会
　普通株式 169 7.50 2021年９月30日 2021年11月30日 　利益剰余金

 

２　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

　　　　　　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

　（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月25日

取締役会
　普通株式 214 9.50 2022年３月31日 2022年６月30日 　利益剰余金

2022年11月８日

取締役会
　普通株式 164 7.50 2022年９月30日 2022年11月30日 　利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　前第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

医薬品卸売

事業

医療機器卸

売事業
薬局事業 介護事業 ＩＣＴ事業 その他

売上高        

外部顧客への売上高 128,169 46,894 10,289 2,847 331 45 188,576

セグメント間の内部売上

高又は振替高
6,836 350 10 6 700 1,230 9,135

計 135,005 47,244 10,300 2,853 1,032 1,275 197,712

セグメント利益 577 875 122 272 60 264 2,172

 

（２）報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 2,172

セグメント間取引消去 △383

のれんの償却額 △70

棚卸資産の調整額 △35

　四半期連結損益計算書の営業利益 1,682

 

（３）報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ほくやく・竹山ホールディングス(E03003)

四半期報告書

19/26



２　当第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

医薬品卸売

事業

医療機器卸

売事業
薬局事業 介護事業 ＩＣＴ事業 その他

売上高        

外部顧客への売上高 136,130 48,863 10,198 3,004 362 46 198,607

セグメント間の内部売上

高又は振替高
6,891 379 9 2 825 1,811 9,921

計 143,022 49,243 10,208 3,007 1,188 1,858 208,528

セグメント利益又は損失

（△）
1,086 1,078 △14 295 25 819 3,291

 

（２）報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 3,291

セグメント間取引消去 △965

のれんの償却額 △70

棚卸資産の調整額 △34

　四半期連結損益計算書の営業利益 2,221

 

（３）報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

　当社グループは、2022年10月１日付で株式会社そえる（2022年10月１日付で株式会社パルスより商号変更し

ております。）を存続会社とする連結子会社同士の吸収合併を行っております。

 

１．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

①結合企業（存続会社）

企業の名称：株式会社そえる

事業の内容：調剤薬局の運営

②被結合企業（消滅会社）

企業の名称：北日本調剤株式会社、株式会社メイプルファーマシー、株式会社カエデ

事業の内容：調剤薬局の運営

（２）企業結合日

2022年10月１日

（３）企業結合の法的形式

株式会社そえるを存続会社とし、北日本調剤株式会社、株式会社メイプルファーマシーおよび株式会社カエ

デを消滅会社とする吸収合併

（４）結合後企業の名称

株式会社そえる

（５）取引の目的

　当社の薬局事業は薬局のご利用者様に対して地域に密着したサービスと情報をご提供するために北海道各

地域に店舗展開しております。

　今般、４社が持つ機能を統合することにより、４社のサービスのなお一層の充実と付加価値の高い情報を

ご提供することが可能になるとともに、本社機能の効率化、従業員の交流などにより、経営資源の有効な活

用が期待できると考え、更なる統合シナジーを目指して本合併を行うものであります。

 

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づ

き、共通支配下の取引として処理しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
医薬品卸売

事業
医療機器
卸売事業

薬局事業 介護事業 ＩＣＴ事業 その他

医療用医薬品 130,137 － － － － － 130,137

医療機器関連 3,859 46,569 － － － － 50,428

調剤薬局 － － 10,311 － － － 10,311

介護関連 － － － 1,307 － － 1,307

IT機器販売・開発 － － － － 1,032 － 1,032

その他 887 － － 5 － 1,277 2,169

内部売上高 △6,836 △555 △21 △6 △700 △1,231 △9,352

顧客との契約から生じ
る収益 128,047 46,014 10,289 1,306 331 45 186,035

その他の収益 121 879 － 1,540 － － 2,541

外部顧客への売上高 128,169 46,894 10,289 2,847 331 45 188,576

 

当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
医薬品卸売

事業
医療機器
卸売事業

薬局事業 介護事業 ＩＣＴ事業 その他

医療用医薬品 137,434 － － － － － 137,434

医療機器関連 4,586 48,609 － － － － 53,195

調剤薬局 － － 10,212 － － － 10,212

介護関連 － － － 1,394 － － 1,394

IT機器販売・開発 － － － － 1,188 － 1,188

その他 877 － － － － 1,859 2,737

内部売上高 △6,891 △637 △13 △3 △825 △1,812 △10,185

顧客との契約から生じ
る収益 136,007 47,971 10,198 1,391 362 46 195,978

その他の収益 123 892 － 1,612 － － 2,628

外部顧客への売上高 136,130 48,863 10,198 3,004 362 46 198,607
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 90円40銭 109円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
2,057 2,436

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
2,057 2,436

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,766 22,164

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2022年11月８日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164百万円

（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　７円50銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　2022年11月30日

（注）2022年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ほくやく・竹山ホールディングス(E03003)

四半期報告書

24/26



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年２月10日

株式会社ほくやく・竹山ホールディングス

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

札幌事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大黒　英史

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 萩原　靖之

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ほく

やく・竹山ホールディングスの２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（２０２２年１０月１日から２０２２年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（２０２２年４月１日から

２０２２年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ほくやく・竹山ホールディングス及び連結子会社の２０２２

年１２月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１.上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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